


戦後 80 年特別学習会

　「広島原爆投下の日」の 8

月 6 日 ( 水 )、テラス沼田に

おいて、市内中学生を対象に

開催します。戦場カメラマン

の渡部陽一さんを招いて、紛

争地域での取材談や平和への

熱い思いなどを語っていただ

くほか、中学生との意見交換

会や黙とうを行います。

2

8 月以降に以下の平和事業を実施します。

一般の皆さんの参加が難しい内容のため、開催結果は広報紙にてご報告します。

第 11 回平和首長会議

「被爆 80 周年記念総会」

(長崎原爆犠牲者慰霊平和祈

念式典 )への参加

　「長崎原爆投下の日」の 8 月 9

日(土)、長崎市で開催されます。

星野市長が参列し、戦没者を慰

霊するとともに、同会議加盟都

市間の連携意識を高め、平和へ

の思いを新たにします。

お知らせ

ヒロシマ出前講座

　市内小中学校を対象とした

講座で、広島市が養成した被

爆体験伝承者を招き、戦争の

悲惨さと原爆の恐ろしさ、平

和の尊さを学び、若い世代の

平和意識醸成を図ります。

 今年は、10 月 3 日 ( 金 )、

今年度平和指定校の白沢中学

校の生徒が受講します。

核兵器の廃絶に向けて
　本市は、核兵器の速やかな廃絶と恒久平

和の実現を願い、核兵器廃絶平和都市宣言

を行いました。

　今後も、全国の非核平和宣言都市や各国

の平和首長会議加盟都市とともに、核兵器

の廃絶と世界の恒久平和への取り組みを継

続して実施します。

昭和 61 年 核兵器廃絶平和都市宣言

平成 18 年 日本非核宣言自治体協議会加盟

平成 20 年 平和首長会議加盟

「私の八月十五日」・「原爆・戦争遺跡」パネル展

　「終戦の日」の貴重な証言を、漫画家や作家が文書・イラストで表現し、朗読を聞くこと

もできる「私の八月十五日」パネル展と、広島・長崎の原爆被害の様子や上川田町に位置す

る旧陸軍火薬製造所の地下工場跡をはじめとする市内戦争遺跡を展示する「原爆・戦争遺跡」

パネル展を開催します。

　今年度は、新たに「沖縄戦とひめゆり学徒」と、白沢・利根小学校に保存されている「青

い目の人形」に関するパネルなどを加えた計約 120 点を展示します。

 とき 　8月 5日 (火 )～ 19 日 ( 火 ) 午前 8時 30 分～午後 5時

 ところ 　テラス沼田 4階市民ロビーぱるく

 入場料 　無料
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平
和
へ
の
誓
い音声読み上げ機器で朗読を聞くことができます
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 問合  総務課行政係☎内線 4013

星野市長・竹之内教育長・桑原議長による

戦後80年平和メッセージ動画「平和への誓い」
　平和のシンボルとして世界中に植樹されている「陽光桜」と、被爆に耐えて現在も

生き続ける広島・長崎の被爆樹木二世を植樹した利南運動公園を舞台に、かけがえの

ない平和の尊さを改めて認識し、真の恒久平和実現への決意を語ります。

　本年、私たちは戦後 80 年という大きな節目を迎えました。

　かつての戦争で命を落とされた全ての方々に、心より哀

悼の意を表します。

　また、戦争の困難な時代を乗り越え、平和の社会を築き

上げてくださった先人のご努力に、深い感謝の念を捧げま

す。時代が移り変わり、戦争の記憶を直接語り継ぐ世代が

少なくなっていく中、私たち一人ひとりがその歴史を学び、

平和の尊さを胸に刻み続けていかなければなりません。

平和のシンボル「陽光桜」

 植樹場所  利南運動公園ウオーキングコース沿い

被爆樹木二世クスノキ (左 )アオギリ (右 )

 植樹場所  同公園南側

　現在、利南運動公園には、平和の象徴として世界中に

植えられている「陽光桜」や被爆に耐えて今も生き続け

る、広島・長崎の被爆樹木二世である、アオギリ・クス

ノキが植えられております。これらの木々を大切に育て

若い世代へ語り継ぐことは、歴史を忘れず、平和の尊さ

を心に刻むための大切な営みです。こうした身近な平和

の証を通じて、命や人権の重みを考えることは、未来を

担う子どもたちにとっても大切な学びです。

　子どもから大人まで世代を超えて平和の尊さを感じ

行動につなげていくことが、今まで以上に求められて

います。この節目を機に、改めて平和の意義を問い直し、

争いのない未来を築くための意識を高め合うことが必

要とされています。過去から学び、命の重みと平和の

有難さを次の世代へとつないでいく。それこそが、今

を生きる私たちの責務であり、未来への大切な役割で

す。

動画のメッセージ内容

　戦後 80 年という節目に、今を生きる私たちができることを、共に考え、私たちの思いを次の世代へ。

私たちみんなで、平和を育てていきましょう。

動画はこちら
(市公式 Youtube)
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ぬ
ま
た
歴
史
探
訪

文
化
財
調
査
委
員
の

金
井
竹
徳
さ
ん
が

沼
田
の
歴
史
を
ご
案
内

♯
２
２
９

　
猛
暑
の
盛
夏
、
涼
を
求
め
１
３

２
２
㍍
の
迦
葉
山
の
中
腹
に
あ

る
、
天
狗
で
有
名
な
弥
勒
寺
を
訪

れ
る
人
は
多
い
。
深
山
幽
谷
の
聖

地
は
畏い

け

い敬
と
清
涼
が
漂
う
。

　
大
天
狗
の
置
か
れ
る
中

ち

ゅ

う

ほ

う

ど

う

峰
堂
の

入
口
右
側
の
朱
色
に
光
る
坐
像

が
、
な
で
仏
で
知
ら
れ
る
羅ら

か

ん漢

の
一
人
「
賓び

ん

ず

る

そ

ん

じ

ゃ

頭
盧
尊
者
」
で
あ

る
。
羅
漢
は
、
悟
り
を
開
き
、

供
養
に
値
す
る
釈
迦
如
来
の
多

く
の
弟
子
た
ち
を
指
し
、
五
百

体
の
像
が
見
ら
れ
る
寺
院
も
あ

る
。
元
医
者
で
、
入
道
し
釈
迦

に
弟
子
入
り
し
た
賓
頭
盧
尊
者

は
、
筆
頭
の
高
弟
で
十
六
羅
漢

の
一
員
に
も
数
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
傑
出
し
た
尊
者
だ

が
、
神
通
力
を
用
い
釈
迦
に
𠮟𠮟し

っ

た咤

さ
れ
追
放
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
過
去
に
餓
え
に
苦
し
む
人
々

足
腰
を
な
で
て

　　元
気
に
歴
史
散
歩
へ

の
た
め
食
事
を
供
給
し
た
こ
と
や

医
療
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
衆
の
懇
願
に
よ
っ
て
許
さ

れ
、
寺
院
な
ど
の
廊
下
の
隅
や
入

口
に
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
分
の
病
む
患
部
と
賓
頭
盧
尊

者
の
同
じ
箇
所
を
な
で
る
こ
と

で
、
治
癒
が
叶
う
と
い
う
御
利

益
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
庶
民

の
間
に
流
行
し
像
が
造
立
さ
れ

た
。
頭
、
手
、
肩
、
腰
と
弥
勒
寺

の
「
お
賓
頭
盧
さ
ま
」
も
病
む
人

の
願
う
手
に
よ
り
輝
い
て
い
る
。

弥
勒
寺
に
は
山
中
の
和

お

し

ょ

う

だ

い

尚
台
周
辺

に
「
飛
び
羅
漢
」
も
見
ら
れ
る
。

な
で
て
祈
願

　

24

-

上
発
知
町(

迦
葉
山
弥み

ろ

く

じ

勒
寺) 

-

お
賓び

ん

ず

る

頭
盧
さ
ま

広報ぬまた  2025. 825

　
沼
田
東
中
学
校
の
1
年
生
45
人
が
、
横

塚
り
ん
ご
組
合
協
力
の
下
「
り
ん
ご
学

習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
約
40
年
続

く
伝
統
活
動
で
す
。
群
馬
県
北
部
園
芸
試

験
場
の
移
転
に
伴
い
、
そ
の
跡
地
に
同
校

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
校
庭
に
は
９

本
の
リ
ン
ゴ
の
木
が
残
っ
て
お
り
、
生
徒

た
ち
は
、
そ
の
栽
培
や
収
穫
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
地
域
の
文
化
や
特
色
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
、
組
合
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
良
好
な
果
実
を
見
極

め
、
丁
寧
に
摘
果
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

は
「
楽
し
み
な
が
ら
作
業
が
で
き
た
。
地

元
の
名
産
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
育
て
た
い
」
と
目
を

細
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
リ
ン
ゴ
園
へ
訪
問
し
、
気
づ

き
な
ど
を
提
言
し
た
り
、
組
合
員
を
招
待

し
学
習
内
容
の
発
表
を
し
た
り
す
る
場
を

予
定
し
て
お
り
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
か
ら
は

「
地
元
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
若
い
子

た
ち
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
非
常
に
あ
り
が

た
い
」
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

沼
田
東
中
学
校

第
63
回

地
域
と
つ
な
が
る
「り
ん
ご
学
習
」
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